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稲垣班のミッション・メンバー
• ミッション：学習ログ、⾃⼰評価、相互評価、教師による評価、アセスメント等の複数の視点
を組み合わせた新たな指標を開発する

稲垣 忠 東北学院大学 教育工学・授業設計

高橋 雄介 京都大学大学院 教育心理学

庭井 史絵 青山学院大学 図書館情報学

登本 洋子 東京学芸大学 教育工学

宮 和樹 ベネッセ教育総合研究所 教育評価

住谷 徹 ベネッセ教育総合研究所 コンテンツ開発

堀越 泉 京都大学大学院 ラーニングアナリティクス

石原 学 京都大学大学院 大学院生（フィールド活動と評価）

加納 泰斗 京都大学大学院 大学院生（評価指標の可視化）

梶谷 哲史 京都大学大学院 大学院生（ESD教育）

若林 雅子 東北学院大学 大学院生（情報リテラシー）

大沼 宙生 東北学院大学 大学院生（自己調整学習）

稲垣 忠 東北学院大学 教育工学・授業設計

高橋 雄介 京都大学大学院 教育心理学

庭井 史絵 青山学院大学 図書館情報学

登本 洋子 東京学芸大学 教育工学

宮 和樹 ベネッセ教育総合研究所 教育評価

住谷 徹 ベネッセ教育総合研究所 コンテンツ開発

堀越 泉 京都大学大学院 ラーニングアナリティクス

石原 学 京都大学大学院 大学院生（フィールド活動と評価）

加納 泰斗 京都大学大学院 大学院生（評価指標の可視化）

梶谷 哲史 京都大学大学院 大学院生（ESD教育）

若林 雅子 東北学院大学 大学院生（情報リテラシー）

大沼 宙生 東北学院大学 大学院生（自己調整学習）

マース・アレクサンダー東北学院大学 研究員 （評価システムの開発）

濱田 さとみ 京都大学 大学院生（STEAM教育と学習評価）
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日本十進分類法



データに基づく情報収集の可視化

• 探究学習で集めた情報を蓄積→メディア、テーマ、時系列等で可視化
• 個⼈／グループで可視化することで⽣徒のメタ認知・共有促進と教師の指導⽀援
• API連携による情報収集・参考⽂献リストのスタイル（CSL）を適⽤した出⼒



認知・⾮認知をみる様々なアセスメント
A B C D E F G H I J K L M N

認知的スキル

探究プロセスの遂⾏

課題発⾒・設定能⼒ ◯ ◯ ◯ ◯
計画⼒ ◯ ◯
情報収集・分析能⼒ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
多⾯的・多⾓的な理解 ◯
問題・課題解決能⼒ ◯ ◯ ◯ ◯
表現⼒・コミュニケーション⼒ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

多様な思考

批判的思考・考察⼒ ◯ ◯ ◯
創造的思考⼒ ◯ ◯ ◯
多元的知能 ◯
思考スタイル ◯

基礎⼒
⾔語／語彙運⽤能⼒ ◯ ◯ ◯
計算⼒ ◯
デジタルスキル ◯

⾮認知的特性

⾃⼰とのかかわり

⾃⼰理解・⾃⼰肯定感 ◯ ◯
主体性・実⾏⼒・決断⼒ ◯ ◯ ◯ ◯
EQ・⾃⼰管理 ◯ ◯ ◯ ◯
GRIT ʼ ◯ ◯
⾝体の状態 ◯

他者・周囲とのかかわり

多様性の受容・柔軟性 ◯ ◯
社会的スキル・共感性 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
協働性・協調性 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
リーダーシップ ◯ ◯
礼儀・挨拶 ◯
社会とのつながり ◯



学習履歴データとアセスメント（例）

✖

✖

• ⽣徒の特性と学習活動の関係→個に応じた⽀援・学習過程の評価に

https://lp.edvpath.jp

https://yui-connection.com/service/https://tabdri.jp/service/



学習成果の扱い

NDCコードによる
情報収集・学習内容の分類・評価

オープンバッジによる学習成果の認定

https://lib.edutown.jp/study/01.html https://www.infosign.co.jp/obf



今後の取り組み予定
•情報収集チーム→RefNaviの実証へ
• どのような可視化が学習指導・⽣徒のメタ認知に有益か
• ユーザビリティ評価・改善
• システム連携の検討（LEAF、学習eポータル等）

•アセスメントチーム→ケースの検証へ
• 履歴データとアセスメントの組み合わせの検証
• データを組み合わせる際の技術⾯／ELSI⾯の課題
• データを組み合わせることで教員・児童⽣徒の気づきの発掘

•オープンバッジ→実証体制の構築
• 宮城県内の中学校で探究の成果をオープンバッジ化するトライアル
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